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出生直後からの早期母子接触（Skin-to-Skin Contact）を 

お母さまと健康なお子さまに対して当たり前のケアに 

 

本研究成果のポイント 

〇早期母子接触（Skin-to-Skin Contact）の実施方法は、分娩施設によってさまざまな方法

があり、標準的なケアとして多くの健康な母子に対して提供されていません。 

〇出生直後からの早期母子接触（Skin-to-Skin Contact）が、お母さまの産後とお子さまの

出生後のよりよいスタートにつながるということについて、新しい指標をくわえて、コク

ランレビューをアップデートしました。 

〇出生後１時間以内にお母さまと早期母子接触（Skin-to-Skin Contact）を実施したお子さ

まは、完全母乳栄養、体温の維持、血糖値の維持といった、お母さまの胎内から胎外生活

に適応していく生理的な変化をスムーズに行えるなど、様々な利点があることがわかりま

した。 

〇出生早期から中断のない早期母子接触を標準ケアとして推奨しています。 

京都府立医科大学大学院保健看護学研究科 母性看護学・助産学領域 教授 高橋由紀

らの研究グループは、出生直後の健康な新生児に対して出生後１時間以内に実施される早

期母子接触の母子への効果について、2016年に公表された“Immediate or early skin‐to‐skin 

contact for mothers and their healthy newborn infants”を更新しました。本件に関する論文が、

2025年10月22日付で Cochrane Library に掲載されましたのでお知らせします。 

本研究は、世界各国で早期母子接触に関する研究に取り組む看護師・助産師・母乳育児

支援者・産婦人科医師・新生児科医らによる共同研究チームによるもので、早期母子接触

（Skin-to-Skin Contact）が、健康な新生児に対する出生後の生理的変化を促進する効果や

母乳育児率向上に対する効果があることを示しました。本研究成果をもとに、今後は健康

に出生した新生児に対して、出生後１時間以内に実施する早期母子接触を世界的に標準的

なケアとして実施されることが期待されます。 
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【論文概要】 

１ 研究分野の背景や問題点 

 出生直後からの母親と健康な新生児に対する早期母子接触の実施は、WHO やユニセフに

より、国際的に推奨されています。しかしながら、早期母子接触の母子への効果について、

開始時期や実施時間、その方法については、世界各国においても様々な見解があり、研究

間の差も大きいことから、その実施および科学的検証が十分ではありません。 

 

 国際的にも、出生直後の新生児は、観察や計測のために、すぐにタオルや衣類で包まれ

たり（図１：関連画像）、インファントウォーマーなどの上に寝かされ、保温効果をもと

めて、母親から分離されたりすることが一般的です。出生直後の新生児は、自ら熱産生を

することが苦手なので、保温がとても重要になります。早期母子接

触（Skin-to-Skin Contact）は、健康な正期産児だけでなく早産児で

あっても、保温効果があることが証明されています。しかしなが

ら、早期母子接触の実践は、低・中所得国では特に一般的ではあり

ません。 

 私たちメンバーはそれぞれの国で、早期母子接触の効果について

研究に取り組んでおり、今回、研究グループとなって、2016年以降

アップデートされていなかった  “Immediate or early skin‐to‐skin 

contact for mothers and their healthy newborn infants”を更新しました。 
 

 

 

２ 研究内容・成果の要点 

 早期母子接触の定義は、出生直後または出生後早期に、裸の新生児を母親の裸の胸に寝

かせ、温められた毛布でその背中を覆い過ごすことをいいます

（図２：関連画像）。 

 今回、アップデートされたコクランレビューでは、7,290組に

のぼる母子69の研究成果を精査しました。多くの研究では、出

産直後の早期母子接触は、生後10分以内に開始されていまし

た。69研究のうち、15研究は、帝王切開分娩を対象とし、10研

究は在胎34週～37週の早産児を対象としていました。32研究は

高所得国、25研究は中所得国、12研究は低・中所得国（イン

ド、ネパール、パキスタン、ベトナム、ザンビアを含む）で実

施されていましたが、低所得国での研究はありませんでした。 

 

 １）新生児への効果：新生児の子宮外生活の適応を促進 

  ①生後30分から2.5時間までの体温が維持されていた 

  ②生後の血糖値の上昇（３研究，144人） 

  ③呼吸と心拍数の安定（２研究，81人） 

 ２）母親への効果： 

  ①早期母子接触の実施は、胎盤娩出の早さには関連がうすい（４研究，450人） 

  ②経腟分娩後の母体出血量への効果は判定できない（２研究，143人） 

 ３）母子への効果：母乳育児 

  ①分娩施設を退院時から生後１か月までの母乳率が高い（12研究1,556組） 

  ②生後６週から６か月までの母乳率も高い（11研究1,135組） 

図２．早期母子接触 

 

１．早期母子接触 図１．新生児の様子 



 

  ③今回レビューした論文において、生後１か月で完全母乳だった新生児の75％が早   

   期母子接触をしていた 

 

３ 今後の展開と社会へのアピールポイント（図３：関連画像） 

健康な新生児に対して、早期母子接触を当たり前のケアとな

るように、その実施を後押しする結果を示しました。わが国で

は、早期母子接触の実施に際し、安全管理上の問題から形骸化

したり、実施されなかったりする施設も多くあります。その一

方で、早期母子接触の効果検証には、経腟分娩だけでなく、帝

王切開分娩、お母さまがうける分娩時麻酔を含むさまざまな医

療介入や薬剤の量的依存性が、生物学的にも、心理学的にも、

生理学的にも影響します。 

 

 

研究者の皆様へ；早期母子接触研究にこれから取り組まれる研究者や実践家の皆さんに

は、早期母子接触の効果が明らかであることから、今後は早期母子接触の有無による無作

為化試験の実施は困難となっていくことが推測されます。また、早期母子接触の評価の視

点としては客観的な指標を用いた研究方法を立案することをお勧めします。 

          

※ 本活動および掲載までの研究費用は、The Center for Breastfeeding, Healthy Children 

Project, Inc., Harwich, USA により支出しています。申告すべき利益相反はありません。 

 

 
＜広報に関すること＞ 

事務局企画課 担当：増田 

電 話：075-251-5804 

E-mail：kouhou@koto.kpu-m.ac.jp  

  

 

図３．元気に生まれてくる 
お子さま方への約束 


